
円LIBOR公表停止後のデリバティブ取引

（業態別の円金利指標の利用割合） （取引額構成比）

（２）円金利指標の利用見通し （３）円金利指標を用いた取引の課題

（１）新規取引における円金利指標の利用状況
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（注）対象は2022年入り後に新規のデリバティブ取引を行った114先。左図は先数ベース、右図は想定
元本ベース。
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（注）対象は本サーベイの調査先383先。 （注）複数回答可。

（「わが国短期金融市場の動向 ――東京短期金融市場サーベイ（22/8月）の結果――」より抜粋）


